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決算額

事業評価

0

インバウンド対策の推進 B
施策貢献度 適正

進捗状況 やや遅れている

施策貢献度

進捗状況

事業評価
ツーリズムエキスポにて民泊や体験プログラムに関するPRを行うなかで、外国人向けメニューなどのインバウンド需要が回復
基調であることを確認した。また、在日外国人の団体の受入れとして、田植え体験や農業体験等を実施した。

事業名

事業CD 37-4 地域振興課 事業評価 予算額 0

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

80

広域的な観光事業の推進 A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価
更なる集客と魅力向上につながるイベントの実施、PR活動や情報発信、ハイキングコース再編に向けた検討の中でも、多様
な主体との協働の取り組みを交えながら実施することができた。

3

事業名

事業CD 37-3 地域振興課 事業評価 予算額 80

決算額

2

決算額

事業評価
広域連携により、観光ツアーやPR事業を行うとともに、SNSやインフルエンサーを活用したイベント告知や情報発信、民間と
タイアップした観光情報の掲載や、「人流分析ツールを用いたあしがら地域の分析に基づく観光振興」をテーマとた研究研
修事業を実施した。

15,221

観光資源の開発とPR A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価
「おおいゆめの里」周辺を観光拠点として創出し、農業体験施設「四季の里」などの地域資源を有効活用していくため、「大
井町観光振興基本計画」を策定するとともに、「第２のふるさと」として継続的に関わることができる仕組みづくりを民間事業
者との連携により事業を実施した。

事業名

事業CD 37-2 地域振興課 事業評価 予算額 16,225

決算額 41,892

観光の拠点づくり A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 37-1 地域振興課 事業評価 予算額 42,029

　

施策の方向
（全体）

地域資源を活用した観光拠点や特産品づくりを実施し、各種イベントを開催するとともに近隣市町と連携した観光ネットワー
クを形成し、広域的な観光PRを推進します。
また、（一社）神奈川大井の里体験観光協会が推進する交流体験事業の自走化に向け支援を行うとともに、インバウンドに
対応するため、受け入れ態勢の構築を図ります。

重点施策

施策 37．観光 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025 掲

載

114

柱 ５．地域の特性を活かした産業による交流が活発なまち
分野 11.観光 施策

担当課

地域振興課

位置付

第2次実施計画 2023～2025 145
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［ ］今後の方向性 人員
6

事業名 予算額

事業名 予算額

5
今後の方向性 人員

 近隣自治体、民間事業者等と連携し、受入環境の充実に努めるとともに、更なる情報発信や魅力発信をされたい。

4

事業名 インバウンド対策の推進 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 その他 受入体制の整備

3

人員 現状維持 一次評価を支持する

　インバウンド誘客に向け、広域連携や受入体制整備に向けた検討を進められたい。

一次評価を支持する

今後の方向性 その他 整備計画の策定

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

　ハイキングコースについては、より魅力高い観光資源とするため、再編を含めた整備計画を策定されたい。

事業名 広域的な観光事業の推進 予算額 現状維持 一次評価を支持する

現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 その他 推進体制の強化 人員 現状維持 一次評価を支持する

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 観光の拠点づくり 予算額

 　おおいゆめの里周辺エリアの拠点化を進めるにあたり、法制度の整理を行い、都市計画法運用基準を策定されたい。

2

事業名 観光資源の開発とＰＲ 予算額 現状維持

総合評価
観光振興基本計画の策定、官民連携や広域による観光事業の実施など、すべての事業において、おおむね予定どおり
事業が実施できているが、施策目標における指標については、数値が伸び悩んでいる状況である。

施策の今後の
方向性

おおいゆめの里周辺を本町の観光拠点とするため、民間事業者のノウハウを活用しながら進められたい。また、本町なら
ではの地域資源を活かした交流体験の提供や食・お土産物の開発により、付加価値の高い体験やサービスの充実を
図られたい。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

目標値 2021 2022 2023 2024 2025

地域振興課 交流体験事業受入数 6,800人 21,000人 2,100人 2,355人 2,599人

185人地域振興課 インバウンド受入客数 0人 500人 0人 26人

施策目標

施策担当課 指標 現状値


